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町
天
然 
ナ
ラ
ガ
シ
ワ 

 
 
 
 
 
 
 

昭
和
44
年
11
月
20
日
指
定 

 

別
迫
に
あ
る
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
は
、
根
回
り
7.5
ｍ
、
胸
高
幹
囲
4.7
ｍ
、
樹
高
約
23
ｍ

の
巨
木
で
す
。 

一
部
の
枝
が
暴
風
な
ど
で
裂
け
、
切
り
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
樹
勢
は
旺
盛
で
見

事
な
枝
ぶ
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
は
山
地
に
生
え
る
落
葉
樹
で
、
秋
に

は
数
多
く
の
ど
ん
ぐ
り
を
実
ら
せ
ま
す
が
、
一
般
的
に
ど
ん
ぐ
り
の
実
を
つ
け
る
樫

の
木
と
は
種
類
が
違
い
ま
す
。
町
内
で
作
ら
れ
る
カ
シ
ワ
餅
に
は
「
サ
ル
ト
リ
イ
バ

ラ
」
の
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
通
常
市
販
の
か
し
わ
餅
に
使
わ
れ
る

の
が
こ
の
「
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
」
の
葉
で
す
。
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
は
、
岩
手
県
以
南
の
本
州
・

四
国
・
九
州
に
分
布
し
、
県
内
で
は
沿
岸
部
か
ら
吉
備
高
原
面
と
言
わ
れ
る
世
羅
町

か
ら
神
石
高
原
町
、
庄
原
市
な
ど
に
分
布
し
て
い
ま
す
。 

別
迫
の
ナ
ラ
ガ 

シ
ワ
は
、
現
在
確 

認
さ
れ
て
い
る
中 

で
は
、
府
中
市
上 

下
町
の
河
井
の
ナ 

ラ
ガ
シ
ワ
に
次
ぐ 

大
き
さ
で
す
。 
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町
無
形 

宇
津
戸
夏
の
神
祇 

 
 
 
 
 
 

昭
和
63
年
８
月
１
日
指
定 

 

宇
津
戸
に
伝
わ
る
夏
の
神
祇
は
、
延
享
年
間
（
一
七
四
四
〜
一
七
四
八
）
に
始
ま

っ
た
と
さ
れ
る
祭
事
で
す
。
大
干
ば
つ
に
対
し
て
雨
乞
い
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
恵
の

雨
を
呼
び
、
そ
の
年
が
豊
作
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
獅
子
舞
を

加
え
、
現
在
の
神
祇
と
な
り
ま
し
た
。 

中
世
海う

づ

裏
庄

と
の
し
ょ
う

は
、
地
頭
方
と
領
家
方
と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
勢
力
で
二
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
神
社
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
祭
事
は
両
方
の
神
社
を
周
回
す
る

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
踊
り
手
や 

獅
子
舞
、
太
鼓
な
ど
が
行
列
を 

な
し
て
練
り
歩
き
、
数
箇
所
で 

踊
り
な
ど
の
奉
納
を
し
ま
す
。 

踊
り
は
十
五
種
類
の
踊
り
の
中 

か
ら
９
〜
10
種
類
の
踊
り
が 

踊
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
２
年
に 

一
度
の
開
催
が
通
常
と
な
っ
て 

お
り
、
平
成
23
年
が
そ
の
年
に 

あ
た
り
、
７
月
の
最
終
日
曜
日 

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
（
雨 

天
の
時
に
は
宇
津
戸
小
学
校
体 

育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。 


